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○事務局 定刻より２～３分早いところでございますけれども、開始時点でお集まりいた

だける方は皆さんお集まりいただきましたので、ただ今より第24回測量行政懇談会を開会

したいと思います。 

 最初に、本日の委員の出欠状況等を報告いたします。本日は○○委員、○○委員、○○

委員、○○委員が業務の都合により御欠席とお聞きしてございます。あと、○○委員が今

こちらに向かっているところですが、車両故障によるダイヤの大幅な乱れにより、時間よ

り遅れるとお聞きしてございます。○○委員が本日の業務の御都合により途中で御退席さ

れるとお聞きしているところでございます。 

 なお、本日は国土地理院のつくばの本院とテレビ会議システムでつないでおります。国

土地理院の本院から関係者が聴講させていただいております。 

 それでは開会に先立ちまして、国土地理院長より一言御挨拶を申し上げます。院長、よ

ろしくお願いします。 

○国土地理院長 ７月９日付で国土地理院長を拝命いたしました。これから御指導のほど、

よろしくお願い申し上げます。 

 本日は、令和という時代になって初めての測量行政懇談会でございます。○○委員長は

じめ委員の皆様、師走のお忙しい中にお運びいただいてありがとうございます。本日の議

題といいますか、考えておりますことを最初に簡単に紹介させていただきます。 

 最初に、３次元地図検討部会からの報告をいただきます。部会では、３次元地図を適切

に整備して、また活用の促進を図っていくために、測量行政が今後どう取り組んでいくべ

きかという事項を議論いただいておりまして、今日は中間報告をいただくことになってお

ります。最終報告に向けて御指導、御意見をいただければと思います。 

 そして２つ目は、昨年、一昨年に御指導いただいて報告をまとめていただいた３つの分

野、地理教育支援、地図の利用手続、測位基準の報告書を受けて、国土地理院として、ど

のように施策に反映して実施していくかの取組を紹介いたします。報告書はこの場でまと

めていただいたんですが、それを実行政の場に生かしていくため制度の創設、あるいは変

更を行って、そして関係者と合意形成を図って、どのような取組をしていっているのかと

いうことを報告させていただきます。御議論いただいて御指導いただいた内容どおりにや

っておるつもりではございますが、いや、そこはちょっと違うよとか、こういう工夫をし

たらもっとよくなるよという御指導をいただけたらと思います。 

 また、今年は近代測量150年という節目に当たる年であります。さまざまな事業を行いま
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した。個別には後ほど説明させていただきますが、主なもの、防災・減災という取組と生

産性の向上という２つについて簡単に紹介させていただきます。 

 １つ目の防災・減災に対する取組です。今年は御案内のとおり、災害が非常に頻発いた

しました。それに対して、日頃からの備えとして防災教育の充実、あるいは自然災害伝承

碑を地図に掲載する取組を進めて、自治体の防災担当者だけではなく、国民１人１人の方々

が災害に対する意識を高めていただけるような取組を進めていっています。また、台風で

全国各地に甚大な被害が発生しました。特に台風19号は、今までにないのは、広域で同時

多発に激甚な災害が発生したということだと思います。東北、関東、北陸という東日本全

域で堤防が同時に140カ所破堤して、越流したところはもっとたくさんございます。また、

内水という被害も頻発しています。多分、将来的にも自然災害が広域かつ同時に多発する

という状況になってくるんですが、これに対してどういう対応をしていったのか。特に台

風19号では地上からの情報、あるいはＳＮＳ、インターネット空間に飛び交っている情報

を収集して、ヘリ、飛行機を飛ばす前の時点で浸水推定図を作成して世の中に公表してき

ました。浸水推定図というのはエリアだけではなくて、我々が持っている地理空間情報と

直結するので深さ、ボリュームが分かります。 

 これはどういうことかというと、深さが分かると、人命救助に向かう警察、消防、機動

隊が歩いて船を引っ張っていける範囲がどこまでで、どこから先は船外機というのがはっ

きり分かります。また、氾濫しているボリュームが分かるということは、国土交通省の

TEC-FORCEの排水ポンプ班がどこに何台入るかというのがはっきり分かります。無駄な勢力

の投入をせずに合理的なオペレーションができます。地理院はオペレーションはできませ

んが、それのもととなるような、こういった情報を提供したという報告をさせていただき

ます。 

 ２つ目は、測量・地図調製業務の効率化、あるいは生産性向上の取組です。近代測量150

年の記念事業の中で測量・地図作成の発展を振り返って、技術が高度化、多様化する一方

で人口が減少していっています。この中でどうやって生産性を向上させていくのか。測量・

地図調製だけではなくて建設業界、さらにはもっと広い日本の社会全体において、地理院

がどういう役割を果たせるのかということをしっかり取り組んでいるつもりでありますの

で、その報告をさせていただきます。 

 特に高精度測位というのが民間の会社にとって、とても魅力的な新しい仕事になってき

ています。携帯電話のキャリアを中心に独自のGNSS観測局を設置し始めています。地理院
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が設置している全国1300カ所の電子基準点と齟齬を来さぬよう、お互いにお互いが補完で

きるようなウィンウィンの関係になることを考えていく必要があると思っていまして、地

理院は民間がこれから作っていかれる観測局について備えるべき性能基準を10月に定め

て、そしてＡ級、Ｂ級といった性能の認定を地理院が行う。それによって、国民全体から

見たときに、民間の基準点も含めて必要な品質がちゃんと確保されている、それが外から

見えるという仕組みを作っていこうとしています。それについても報告させていただきま

す。 

 着任以来、常々職員に指示しているのは、地理院でしかできない取組をしっかりしてい

こうと。特に大災害のときに誰でもできる、ほかの人でもできる、自治体や業界団体でも

お願いできることに地理院は力を注ぐべきではなくて、地理院でなければできないことに

我々が持っている広域性、そして即時に動ける、高い技術力を投入して防災・減災、生産

性の向上という２つの方向で、従前から御指導いただいている報告書の方向に沿ってしっ

かり進めてまいります。今日は、その件について報告させていただきます。よろしく御指

導のほどお願いいたします。ありがとうございました。 

○事務局 ありがとうございます。 

 それでは、資料を確認させていただきたく思います。クリップどめを外していただきま

すと、一番上に議事次第がございます。その次に委員名簿でございます。あと、配席図で

す。その下に資料１としまして、「『３次元地図検討部会』経過報告」というホチキスどめ

の資料があります。次に、資料２－１で「重点的に取り組んでいる防災・地理教育支援策

と地理教育支援の進め方」でございます。資料２－２「昨年度に終了した部会のフォロー

アップ『地図の利用手続のあり方検討部会』」です。資料２－３「民間等電子基準点に関す

る取組」です。その下にホチキスどめの横長の「国土地理院の最近の取組」という資料３

でございます。資料の過不足等はございませんでしょうか。もし過不足等ありましたら、

入口そばにおります事務局までお申し出ください。 

 続きまして、本懇談会の公開について御説明いたします。当懇談会は傍聴が可能でして、

議事録につきましても、委員が特定されない形で編集したものをホームページ上で公開す

ることとさせていただきますので、本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、マイクの使用方法について御説明させていただきます。発言の際は卓上マ

イクのTALKのスイッチを押していただきまして、ここにマイクのランプがございますけれ

ども、ランプが点灯してからお話しいただきますようお願いいたします。御発言が終わり
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ましたら、再びTALKのボタンを押していただきますとランプが消えます。同時に使用でき

るマイクは２本までとなっておりますので、御協力のほど、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、以降の議事進行を○○委員長にお願いしたいと思います。○○委員長、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○委員長 はい、承知しました。 

 では、今日の次第に沿って進行してまいりたいと思いますが、きょうは御案内のとおり、

３次元地図検討部会の検討状況、その後、最近終了した部会のフォローアップということ

になります。このあたりの論点は院長が先ほど御挨拶の中でも紹介いただきましたとおり

でございます。その後に地理院の最近の取組ということで、これに対しても、重要な事項

は既に院長から紹介をいただいているということで、内容として、今日は大変豊富でござ

いますので、効率よく進行してまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 では最初の議題、３次元地図検討部会の検討状況でございます。これは部会長の○○先

生に報告をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員 皆さん、おはようございます。３次元地図検討部会の部会長をしております○○

でございます。経過報告ということで御説明申し上げます。 

 まず、資料１の１ページ目をご覧ください。1.部会の概要です。名称が３次元地図検討

部会でございます。今年３月15日の測量行政懇談会では３次元測量検討部会（仮称）とい

うことで設置をいただきましたが、その後再度検討しまして、議論のターゲットを明確に

するということで３次元地図検討部会といたしました。 

 趣旨は資料にございますように、３次元地図（地形や構造物について、その高さ情報を

含めて表現した地図データ）に関する近年のニーズや技術動向等を踏まえて３次元地図の

適切な整備、活用が図れるように、測量行政が今後取り組んでいくべき事項について検討

するということです。ですので、測量というよりはデータをどう表現するか、地図に重き

を置こうということで部会名を変えております。 

 ３次元地図ですが、資料１の一番最後、５ページについております参考資料をご覧いた

だきたいと思います。こちらが本部会で３次元地図と定義している内容でございまして、

地形や構造物について、その高さ情報を含めて表現した地図データということです。 

 左側に撮影・計測とございまして、写真とか点群データがありますが、これを測量で測

って、右側の３次元地図として表現します。どう表現するかといったところをこの部会で
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検討していこうという趣旨でございます。 

 委員につきましては、その前の４ページに３次元地図検討部会の委員名簿を記載してお

りますので、御確認いただければと思います。 

 それでは、最初のページに戻っていただいて、2.開催状況について御説明いたします。 

第１回は自動運転、ダイナミックマップ、i-Construction、民間の地図業界、技術動向

について委員から話題提供いただきまして、近年の動向を共有しました。そして、どのよ

うな論点について議論すべきかを整理いたしました。 

 第２回は地域活性化を目的とした３次元点群データの整備、提供を図る自治体が幾つか

出ております。その動向について情報を共有して取組の方向性を議論したというところで

ございます。 

 そして、3.検討状況でございます。測量行政が今後取り組んでいくべき事項として３つ

挙げております。１つ目が品質確保・整合性確保、２つ目が公共測量成果等の流通促進、

そして３つ目が電子国土基本図（基盤地図情報）のあり方ということで議論を進めている

ところでございます。 

 まず、(1)品質確保・整合性確保を説明したいと思います。国土地理院が策定している規

程類は幾つかございますけれども、これは２次元の地図や地形を主なターゲットとしてお

ります。構造物については水平位置、それから地形については高さに関する基準を整備し

てはいますけれども、構造物の高さ、あるいは立体形状として取得する基準はまだ定めて

おりません。この点をしっかり議論しようということです。一方、先ほどお話ししたよう

に、３次元の点群データの整備、提供を図る自治体が既に出てきておりますので、３次元

地図（構造物の３次元整備を含む）の規程、マニュアルを整備していかなければならない

だろうと、そういう基本方針を検討しているところでございます。 

 この検討におきましては、２次元では表現が困難だった高架などの表現の検討が必要で

はないか、ほかの規格としてＣＩＭ、海外の都市モデルに関する規格、CityGMLなどを踏ま

えることが必要ではないか。また、自治体や民間の動きに歯どめをかけないように、時間

軸を考えて目標期限を決めて速やかな対応が必要だろうといったことも意見としていただ

いております。 

 それから、規程類につきましては、さまざまな分野で利用できる３次元点群データが最

終成果となることを想定したようなものにすることが重要ではないか。そうした議論もし

ているところでございます。 
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 さらに、今後、規程を見据える技術といたしましては、複数の測量手法、複数の測り方

で得られた３次元点群データを組み合わせて整備する手法ですとかＡＩを活用した図化手

法も規程に盛り込むことも必要ではないかということです。 

 そして、高精度測位社会における地図の国家座標の準拠。これは非常に重要な点だと思

いますが、国家座標に準拠するため、公共測量の計画機関のみならず、公共性の高い高精

度地図を作成する民間事業者、そうした方々についても、その重要性を周知していく必要

があるといったことを議論しているところでございます。 

 続きまして、(2)公共測量成果等の流通促進でございます。公共測量で得られた３次元点

群データにつきましては、多様な分野で活用が可能な非常に価値の高いデータを含んでい

ますが、十分な活用が図られていません。３次元点群データ等の流通促進の枠組みをしっ

かり作って活用していこうといった論点でございます。 

 まず、公共測量の計画書に対する国土地理院長の技術的助言の枠組みを活用した流通促

進、必要な情報提供、啓発等を含めて検討しようということでございます。 

 それから、データの集約、提供の枠組みの構築。こちらは測量法に基づく保管委託とデ

ータ提供の第三者機関との連携を検討したらどうかといった点がございます。 

 それから、メタデータのあり方、データの由来といいますか、そのデータの目的、手法、

精度、取得時期のあり方も含めて、利用時に必要とされる公共測量成果等に関する情報を

適切に収集、提供する枠組みが必要ではないか。あるいは公共測量で得られた３次元点群

データを国土地理院のウェブサービス、これは地理院地図等がございますけれども、これ

らを通じて広く閲覧させることも検討したらどうかといった意見もいただいております。 

 そのほか、３次元地図の流通を円滑に進めるためには、建物の知的財産権の配慮に関す

る情報について、ガイドラインを作ることで周知を検討したい。ここで言う３次元地図は、

いわゆる紙の地図ではなくて、リアルなＣＧのイメージでございます。したがいまして、

建物の詳細な表現が可能でございますので、建物の知的財産に対する配慮が必要となって

くるということでございます。 

 そして３つ目、電子国土基本図（基盤地図情報）のあり方ということで検討しておりま

す。国土地理院の地図情報の３次元化によって、新たなコンテンツの開発喚起や地図表現

におけるイノベーションの足がかりになる可能性はございます。一方で、３次元地図に求

められる要件は多様でございまして、国土地理院が品質確保のための規程類の整備に加え、

国土地理院の地図情報の３次元化を行うべきか、方向性を整理する必要があります。プレ
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ーヤーとして国土地理院がどこまでやるのかをしっかり議論すべきだというところが(3)

電子国土基本図のあり方でございます。 

 基盤地図情報の着実な整備・更新と３次元化に向けた効率的な手法の開発ということで

挙げておりまして、現在の基盤地図情報等の着実な整備・更新を続けることは必要でござ

います。その上で今後の動向を踏まえた検討が必要です。 

 国土地理院は公共測量、i-Construction、自動運転などの分野で必要とされる３次元地

図の品質確保をするための規程類の整備、公共測量成果等の流通促進に注力することがま

ず必要です。 

 その上で基盤地図情報等は、公共測量等において品質確保がされた３次元地図整備・流

通を見据えて、それらを利用した効率的な３次元整備・更新手法の開発を行って、将来的

な３次元化を目指すということでございます。 

 そして最後ですが、基盤地図情報等の目指す３次元のレベル、構造物をどこまで詳細に

表現するかといったことは、競争領域と協調領域を意識してレベルを設定する必要があり

ます。最初からレベルを決めるのではなくて、検討を進めながらレベルを段階的に上げて

いく形でもよいのではないか。例えば地図として表現され尽くしたものだと、全部やって

しまうと民間側でのイノベーションがしづらい。まずはＤＳＭ、デジタル表面モデルの提

供からスタートする考え方もあるということで、国土地理院がどこまでやるべきなのかと

いったことはしっかり議論して方向性を定めていく必要があるというところでございま

す。 

 4.今後の予定でございますが、第３回を来年２月ごろに開催いたしまして、年度内に取

りまとめる予定でございます。 

 以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。今後、年度内にもう１回開催して報告書をまとめて

いただくということでございます。検討部会には○○先生のほか、○○先生も懇談会の中

からは参加いただいておりますけれども、懇談会の場として本格的に議論するのは今日だ

けという格好でございますけれども、せっかくの機会ですので多くの御意見をいただいて、

検討部会での議論に反映をいただきたいと思います。 

 では、どなたからでも結構でございます。 

○委員 ３次元地図ですけれども、どこまで対象にするのかなと思ってちょっと伺ってい

たんですが、地上部にある建物だとか、そういったものはすぐに思い浮かぶんですけれど
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も、例えば架線みたいなものですね。これは結構難しいと思うんですよ。だけど、例えば

ＵＡＶを利用することを想定すると、やっぱりそういった情報が必要なのかなと思うんで

すけれども、この辺はどこまで対象にするのか。あるいは、それを議論されるのかもしれ

ないんですけれども。 

 もう１つは地下空間というのがありまして、これも結構需要は大きいと思うんです。た

だ、これは一気に地下までいくのか、そうではないのか。また、地下は防衛棟になってい

る部分もありますし、埋設物みたいなものがあって、これはどこまでやるか。結構切りが

ないと言えば切りがないのかもしれないんですけれども、そのあたりを教えていただけれ

ばと思います。 

○委員 ありがとうございます。先ほどの説明の中でも地上ではなくて上空ということで

お話をしましたが、架線につきましても、個人的な意見も入りますが、国家座標で管理し

ないとドローンの運行とかにも影響するでしょう。そうした国家座標の情報がついてない

といけないような情報は、私は３次元地図として対象とするべきと考えています。地下空

間についても同様に、国民が使うわけですから、国家座標で表現できるようなものは取り

込んでいくというような方向ではないかと考えております。 

○委員長 国家座標で表現可能というか、国家座標で表現するべきというイメージですか。 

○委員 はい。 

○委員長 ありがとうございます。そのほか、いかがでしょうか。 

○委員 御説明ありがとうございます。今の○○先生にいただいたお話と少し関連するか

もしれません。電子国土基本図といったものの方針をお作りになられるということですが、

例えば全般的な目標とかスケジュール感といったものについて、何か議論されているのか

といったところが質問でございます。 

 例えば最近言われている内容で、ドローンについては2022年からレベル４ということで、

どのような仕組みになるのか、といったことについては、これから、色々な議論があるか

と思いますけれども、有人地帯について、有視界ではなくて飛行できるような状況になり

ますと、やはり３次元のデータといったものは緊急的に整備していかなければならないと

思います。だからといって、日本全国全てを直ちに均一整備といったところは難しいと思

います。そう考えますと、都市部もしくは中核都市とか、そういったエリアに対して2022

年までに均一な3次元データを整備するという流れと平仄を合わせていく必要が生じ、そう

であれば至急、整備を進めていかなければならない、というようなお話も出てくるのでは
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ないかと思います。そういったことに対して、委員会、もしくは部会のほうで御提案もし

くは御提言といったものがされるのかどうか、についてお話を聞かせていただければと思

います。よろしくお願いします。 

○委員 御指摘いただき、ありがとうございます。実はスケジュールについて検討が必要

だというお話を第２回の部会で委員の方からいただいております。それは非常に重要です

ので、今後しっかり詰めてまいります。時間軸を意識した方向性を出したいということで

今後議論を進めてまいりたいと思います。 

○委員 よろしくお願いいたします。 

○委員 ありがとうございます。 

○委員 御説明ありがとうございます。１つ気になるというか、これで言うと、資料の３

ページの(3)の基盤地図情報。これが今、整備が非常に進んできている。更新もルール化さ

れ、ベクトル化も進んでいるということで、３次元地図と基盤地図情報との関連性という

のは、例えば基盤地図をベースとしてという話なのか、２次元は２次元としてという話な

のか。せっかく精度がある程度担保されたものが全国的に揃っている中で、基盤地図と３

次元の今から作っていこうという地図との関係性はどういうふうに議論されているのかな

というのがちょっと気になったんです。 

○委員 ありがとうございます。先生のおっしゃるとおりでございまして、２次元のデー

タをいきなり３次元にグレードアップするのは無理だよという議論もしております。それ

は仕分けをして、２次元の地図の整備は今までどおり、しっかりやっていく。３次元につ

いては新しい分野でございますので、それはそれとして規程類も整備していく。その上で

２次元と３次元のすり合わせをまたどこかで議論しなくてはならないということでござい

ます。 

○委員 私が言いたかったのは、基盤地図がこれだけの歴史を持って作られてきたもので、

それと３次元との整合性というものは非常に重要じゃないかなということなので、そこら

辺は十分に検討される必要があるんじゃないかなという気がしました。 

○委員長 精度基準の違うものをどうやってすり合わせるかという問題。 

○委員 ありがとうございます。その点、部会で取り入れていきたいと思います。 

○委員 私も同じ考え方で、基盤地図情報というのは位置の基準であります。３次元情報

というのは高さの基準というので、まず位置の基準があって、そして３次元データの取得

もするということで、今、ドローン等でいろいろ３次元データを取られていますけれども、
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そのときにきちっとした取り方。これはやっぱり公共測量作業規程に準じた、そういうデ

ータを集めていくということが非常に重要だと思うんです。 

 それから、もう１つは高さデータですけれども、これはどんどん変わりますよね。です

から、位置のデータで、今、高さと位置というのは難しいんですけれども、私の考えとし

ては、基盤地図情報の整備を、都市部は2500ですけれども、中山間地域は２万5000ですよ

ね。まず、そのあたりを2500ぐらいまではまとめていただきましたら、かなり３次元のほ

うにもいけるんじゃないか。位置を基準としてね。今だと無理ですよね。ですから、最初

にあります３次元のＤＳＭのデータをできるだけ有効活用して、できるだけ全国土を2500

レベルなり、それ以上の精度でそろえることを進めながら３次元と連携させていくという

ことをしないと、バラバラになるんじゃないかなという不安があります。 

○委員 ありがとうございます。ただいま御指摘いただいた点、部会に持ち帰って整理し

て対応していきたいと思います。 

○委員長 どうもありがとうございます。 

○委員 ３ページの最後の競争領域と協調領域のところですが、これまで地物別で、こう

いう領域を分けましょうという話はわかりやすいと思うんですけれども、詳細度のレベル

でここの競争領域と協調領域を意識するというのが、詳細なものから編集でレベルの詳細

度が低いものを作るというのは分かるんですけれども、そうでない限りは重複整備とかに

ならないかという懸念が出てくるのかなと思いまして、あと恐らくデータの流通、促進と

も関連もするとは思うので、そこのイメージをもう少し教えていただけますでしょうか。 

○委員 競争領域と協調領域の内容については深くは議論していません。詳細度のレベル

をどのぐらいにするかということも当然あるかと思いますが、そもそも民業を圧迫しない

ということも言われています。国土地理院としてやるべきことと民間に任せるところをど

ういう枠組みで考えていくのかといったところからまず議論しようという、今、そういう

段階かと思います。 

○委員 ちょっと細かいところなんですけれども、３ページ目の３の(3)の最後のところに

「まずはＤＳＭの提供からスタートする、という考えもある」と書かれておりまして、今

まで河川のことですとか、地域の手法のこととか出ていますけれども、具体的に地形を扱

う場合に、ＤＳＭといったときには、これは植被がかかってきますよね。普通、ドローン

なんかでやると樹冠の部分が出てきてしまって、レーザ測量でやれば当然地表面が出てく

るわけです。また一方で、河川と関係してきますと、水が入ってきて河床になるのか、氾
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濫原になるのかとか、そういう細かい高さ方向の情報というのが、防災とか減災を考える

ときには重要になってくると思うんですが、その辺で、ここで掲げられているＤＳＭとい

うのは、そういう地表の多層構造の中のどういうところあたりを意識してこれから整備さ

れていこうとしているのか。特に地形との関係をちょっと教えていただきたいです。 

○委員 ありがとうございます。部会の中でも、実はＤＳＭのデータで森林のデータとか

をうまく活用してないのではないか。もっと活用できるので、流通させたらどうかという

ような意見もございます。そうした意見も考慮しながら、単に地盤のデータだけでなくて

表面のデータですので、さっきおっしゃったような架線の情報とかも含めて、なるべく皆

さんに有効に使っていただけるような観点から流通を図っていくように考えていきたいと

思っております。 

○総務部長 すみません、議論を明確化するためなのですが、先ほど○○先生が、「カセン」

と言われたのは「架線」という意味ですよね。 

○委員 電線のことです。 

○委員 失礼しました。私、河川と。申しわけありません。 

○委員 すみません、川のほうじゃなくて。 

○委員長 大体、この議題の時間というのがそろそろなんですけれども、地理院側から今

日の御意見に対して、担当の○○部長さん、何かございますか。 

○基本図情報部長 今の３次元の部会には地理院側の委員として参加させていただいてい

ます。今、各委員の皆様からさまざまな御意見いただきまして、個別に地理院側の考えを

１つ１つ回答するという形ではございませんけれども、総括的に私なりに申し上げます。

例えばタイムスケジュールの話がございました。それについて部会長から、部会の中でも、

どこまでをターゲットにするのかという話がございましたけれども、明確にいつまで、何

年の何月までどうするというのは、まさにこれから議論して明確化していくことになるか

と思います。今現在はちょっとお示しできませんけれども、こういう分野は○○委員もお

話しされたように、どんどん移りが早いですので、世の中の動向等を見て、こちらが遅れ

ないようにという意識ではおりますので、そういう形で進めたいと思います。 

 それから、基盤地図情報との関連についても何人かの委員の方からお話がございました。

私の認識ですと、基盤地図情報とか、今までのデータでも、地形なら地形として３次元の

情報はそれなりに持っていたんですが、それは今の目で見ると極めてアバウトなもので、

特に建物とか、橋のような構造物とかについては位置の情報だけで、確かに高さの情報と
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いうのは表現してなかった。しかし今日では点群のような形でデータは取れるようになっ

てきているので、先ほど御質問あったように、それをどこまで表現するか、どう表現する

かということにもつながっていると思います。ですから、そのデータを細かくリアルに再

現することもできるし、マッチ箱の並んでいるような形に再現することもできる。皆さん

に使っていただくというのはどういう形が使われるのかというところを部会の中でもこれ

から議論しようかと言っております。 

 ペーパーにもありましたけれども、あまりリアルにすると、他にやることがなくなっち

ゃってイノベーションがないでしょうということにもなるし、そもそもそれだけの予算と

か、仮に地理院がやるとして、何で国がやるんですかという話にもなりますので、その辺

はニーズも探りながら、もう少し議論する必要があるということが前回の部会の中では出

ておりました。 

 お答えに全て答え切れていませんけれども、今いただいた御意見も頭に入れつつ、また

まとめていきたいと思います。どうもありがとうございます。 

○委員長 では、時間がそろそろなんですが、私、個人的に１点思ったのは、３次元地図

というか、３次元ＧＩＳというのは、その重要性というのは30数年ぐらい前から議論され

ていて、ただ当時、３次元化というのは建築土木、都市計画というほうから結構注目され

て、土木であれば干渉しないようにとか、あと地下街なんかも、○○先生も言われたけれ

ども、どっちかというと、災害のときに地下街で避難シミュレーションをするには３次元

地図がないと困るとか、そういう観点から言われていて、現在のようにアイコンとか自動

運転という、そういう目的とはちょっと違う目的で議論されていたというのもあるんです

よ。当然、地図というのは主題図で、それぞれ目的があって作られているという面もある

ので、多分、都市計画基本図にあった３次元化って、どういうものなのかとか、そういう

観点もあるのかなという気がするんですよね。ただ、技術の基準としては、自動運転とか

を考えておけば全部に応用できるというんですか、反対に言うと、オーバースペックにな

りがちというのもあるかもしれないんですけれども、そういう観点もあるのかなと思いま

した。 

 あと、これは確認ですが、今日の議論を踏まえてまとめていただくんですが、どっちか

というと、あり方はこうあるべきだ、地理院はこうするぞというよりも、課題、論点をよ

り明確に整理する報告書ということでよろしいですね。ですから、今日言われたような課

題全て大きな課題で、これに対する回答を全て用意して報告書を作るというのもなかなか



- 13 - 

大変でしょうから、これは継続的な議論が重要なテーマでもあろうと思いますので、課題

を十分整理して報告書を作っていただくということにしたいと思います。皆さん、よろし

いでしょうか。ありがとうございます。 

 では、続いて議題の２、最近終了した３つの部会のフォローアップです。３つの部会と

いうのは、議事次第の配付資料というところの資料２－１、２－２、２－３に検討部会の

名前がありますので、この３つの部会のフォローアップということになります。今日は地

理院の担当の部長さん等から最初に10分ぐらい、それぞれ報告をいただいて、その後、７

分ぐらい時間をとって議論するということで３ラウンド回りたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 まずは、地理教育支援検討部会でございます。これは応用地理部長からお願いします。 

○応用地理部長  それでは、私のほうから報告いたします。まず、３月に報告いただき

まして、ありがとうございます。その提言に基づきまして９カ月進めているところです。

地理教育というのは非常に時間のかかるものなので、まだ第一歩目とは思いますけれども、

その後いろいろと院内も体制を検討して進めておりますので、報告させていただきます。 

 まず、なぜ私がここで話しているかですけれども、提言を３月に受けまして、新年度４

月からの院内の体制について検討いたしました。最初の行にありますけれども、これまで

は院内各部から選抜された地理教育支援チームというのが中心になって行っておりまし

た。もちろん業務としてやっている部分もいろいろありましたけれども、やはりチームと

いうことでは今後継続して長くできないこともあろうということで、これは組織として対

応すべきだということで、院としましても、今年度からは御提言いただいた施策ごとにそ

れぞれ各部の部長、課長も含めてですけれども、責任者を決めて、それぞれ組織として取

り組むという体制を執りました。ただ、その場合、部がバラバラにやっても仕方ありませ

んので、それぞれを取りまとめる総括の部というのを決めまして、それを応用地理部が担

うことになりました。というわけで、今回私のほうからまとめて報告させていただきます。 

 まず、ここにありますのが、御提言いただいた項目ごとに御説明いたしますが、重点的

に取り組んでいる防災・地理教育支援策として６つ御提言いただきました。 

 １つ目は防災・減災のための備えとして地図情報の充実を図るべきであるということで

す。これにつきましては、まずは災害履歴情報としまして、自然災害伝承碑の情報を地図

記号化して地図に載せる。この場合、まずは地理院地図に記号を載せるだけではなく、こ

れは基礎自治体である市区町村と連携しまして、それぞれその伝承碑がどういったものを
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伝承しようとしているのかという内容も含めて地理院地図で見ることができるような形に

順次進めているところです。また、それは基盤としての２万５千分１地形図、電子国土基

本図にも地図記号として載せるということで継続的な取組としているところでございま

す。 

 まず、６月に地理院地図上でのウェブコンテンツの提供を開始いたしました。９月以降

刊行される２万５千分１地形図にも順次掲載を進めております。現在ですけれども、そこ

にありますとおり、現時点では392の自然災害伝承碑を公開してございますけれども、これ

も市区町村と連携し、中身を確認しながら進めていくというので多少時間はかかりますけ

れども、今後もまだまだ数千はあるのではないかと思っておりますので、順次拡大を図っ

ていくというところでございます。また、そのほかの防災関係、コンテンツにつきまして

も、充実を図るべく予算要求等も進めているところでございます。 

 ２つ目ですけれども、防災地理情報の有効性の評価をすべきであると。そして、それを

評価したものを教材化すべきであるという御提言をいただいております。これにつきまし

ては、同様に来年度の予算要求として、こういったきちんとした客観的な評価をしていた

だいて、それに基づいた形で教材として作るという流れをつくるべく予算要求中でござい

ます。 

 ３番目、地理教育に関連する優良事例の普及ということで、これは幾つかございますけ

れども、まず最近の流れとしましては、Ｇ空間EXPOの中でGeoアクティビティコンテストと

いうのがございますけれども、そこに今年度から防災減災賞と地理教育賞を新たに設置い

たしました。今回、それの関係の応募も非常に多く出たわけですけれども、実際、防災減

災賞としては３点、地理教育賞としては２点を選定して表彰を行ったところでございます。 

 ４番目、実体験による地理への親しみの醸成を行うべきということ。従来から「地図と

測量の科学館」がありまして、これをもっと活用するということを考えてございまして、

まずは７月から10月、要するに夏休み期間を含む部分の企画展としまして、地理教育を重

点化した「地図と私たち―めざせ！地図博士―」を行いました。これによって、夏休みの

子供たちにぜひ活用していただくという視点でございます。また、現在は企画展「大転換！

平成の測量」というものを開催してございます。このほか、これは御提言いただいた時点

から既に始めていたものでございますけれども、道の駅でのパネル展示を全国百数十カ所

で行って、間もなく予定を終了いたしますけれども、そういったパネルの活用も含めて今

後順次進めていくということでございます。 
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 次のページですが、５番目、そういった情報を教育関係者にきちんと届くようにという

御提言をいただいております。これにつきましては、まずは「地理教育の道具箱」という、

地理院のコンテンツをどういうふうに地理教育に使っていくかということをリニューアル

いたしました。このリニューアルの考え方としましては、我々がこういった情報を持って

いるよ、ではなく、地理教育として、こういうコンテンツ、こういった単元がありますよ

ね。その単元に合わせた形で、うちの閲覧を使いますよという形に整理し直しまして、具

体的には、授業に使えるコンテンツを追加ということで、右の真ん中、字は読めないと思

うんですけれども、実は一番左のピンクっぽいところが小学校３、４年、右に順次、小学

校５年、あるいは中学生、高校生といったところで学ぶ単元ごとに並んでいます。それを

クリックすると、それに使えるものが出てくると。そういうような形に再整理させていた

だいています。また、コンテンツも順次どんどん追加しているところです。 

 このほか、地理院地図のコンテンツも充実させてございます。もちろん最終的にいろん

なところを見ていただく、あるいは重ねて使っていただくことで、地理院地図で見ること

ができるように充実させるということですけれども、そのほかにも、今、地理院地図Vector

というか、ベクトルタイルの提供実験を行っておりますけれども、それでさらにプラスア

ルファの情報が見えるようにということ。あるいは、ちょっと細かい話ですけれども、実

はこの間の災害で地形分類、地形による災害リスクというのが注目されましたので、その

ページをベクトルタイル提供実験のところから入っていかなくても見えるようにという、

ちょっとメニューの工夫をしまして、より人の目につくようなところに持っていく等の工

夫もしてございます。 

 また、そのほかにもいろいろと分析ができるような、あるいは重ね合わせでよりよく表

示できるような形の機能改良を進めていると同時に、ここには書いてございませんけれど

も、説明のための動画等も作成いたしまして、そういったものもホームページからも見ら

れますし、You Tubeの国土地理院チャンネルからも見られるようにという工夫も始めてい

るところでございます。 

 さらにもう１つ、地理教育支援の進め方として３つ御提言いただきました。 

 まず、教育関係者との協力関係をより確立するようにという御提言ですけれども、これ

も従前から進めております教科書・教材出版社を対象にした教育支援説明会も行っている

と同時に、ほかの機関、特に関連する気象庁ですとか、あるいは本省が主催するような説

明会にも参加してございます。また、先生方の研修会というか、そういったものについて
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も資料を配付できるような形で取組を行うとして、出版社への説明、あるいは先生方にも

説明する等の取組を進めているところでございます。 

 また、地域に根差した取組を進めるべきということで、これも各教員の先生方の免許の

更新講習とか、そういう機会を捉えて地理院地図の使い方を直接説明するとか、あるいは、

先ほど教科書会社の説明会の後にもいろいろ体制がありますので、そういったところでの

教材作成への協力を行うとか、そういった情報発信を進めているところでございます。 

 ３番目の民間団体による優良な取組の普及について、これは学会だけでなく業界団体も

あると思いますけれども、とりあえず学会としましては、日本地理学会のサマースクール

にも後援して、そこでいろいろ地理学に関連するような講義を行いました。また、活断層

学会では、これはつくばの産総研、防災科研等とも共催いたしまして、国土地理院でも１

日時間をいただいて、実際に地理院による測地関係の地殻変動の講義とか、あるいは活断

層の判読実習とか、そういったいろんなことを学会等で中心にやって、今後は業界団体と

の連携も進めていきたいと考えてございます。 

 そして評価とフォローアップにつきましては、これは始まったばかりなのでまだ実施し

ておりませんけれども、高校の地理必修科のタイミングで評価を実施する。そして、その

結果に応じて、また更なる策を追加するということを考えてございます。 

 ここまで御提言いただいた内容についてのフォローアップですけれども、そのほかに、

さらに取組を進めるために新たなことを行ったのが５番に書かれております。地理院地図

について、先ほどもお話ししましたように、それを通して防災教育、地理教育を進めるこ

とが非常に大事だということで、その地理院地図をいかに普及させていくかが大事だとい

うことです。そのためには、当然、中にどういうことが使えるのかということを職員みず

からがよく知っておかなければいけない。 

 そういう観点から、地理院地図の特に防災・地理教育に関連する部分について中心にで

すけれども、院内研修というのを今年から始めました。２日間ではありますけれども、実

際に現場に接することの多い地方測量部の職員が中心ですが、まず、そもそもなぜ我々が

地理教育、防災教育をやっているのかという講義から始まりまして、コンテンツはどうい

うふうに使えるのか、それをプレゼンするにはどうしたらいいのか、では、プレゼンを実

際やってみましょうと、そんな流れで実習を行って、より地域の方々、あるいは教育関係

者に届くような形での仕組みを作って行っているところでございます。今後ともこのよう

な形で進めていきたいと思いますので、進め方等についていろいろ御指導いただきたいと
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思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長 ありがとうございました。 

 では、これから６～７分になろうかと思いますが、時間をとって議論したいと思います。

検討部会は○○先生が御担当の部会であったかと思いますが、○○先生、何かコメントご

ざいますでしょうか。 

○委員 丁寧な御説明ありがとうございました。部会では、いろいろ多岐にわたる提言を

させていただいたんですけれども、その１つ１つに関しまして、しっかりとした取組を進

めていただいているということがよくわかりました。 

 特にその他の取組の状況というところで、地方測量部の職員の皆さん中心に地理教育支

援研修というのもされていたり、それぞれ夏休みに学会で地理院の様々な技術力でありま

すとかノウハウを生かした取組をされているということで大変心強く、ありがたく感じた

次第です。この後、地理必修化のタイミングにおいて評価を実施されるということですの

で、まだ３年くらいあるのかと思うんですけれども、ぜひこの方向でますます進めていっ

ていただきたいと思っております。 

○委員長 ありがとうございます。そのほか、御意見ございませんか。 

○委員 いろいろありがとうございます。随分進んできて非常にすばらしいなと思います。

それで２点ばかり、少しお願いしたいことがあるんです。 

 １つは、高校の地理必修化は実現いたしましたけれども、現在、地理教育を学ばなかっ

た小学校、中学校の先生が地理を教えられないという現実が出てきているわけです。まず、

小学校へ行きますと、最初に見ているのがグーグルマップであったり、いわゆるゲームの

地図であったりということで、ですから、小学校に入るその前段階ぐらいから、きちっと

した地理院地図を見るという子供向けの入りやすい地理院地図を作っていただけると、こ

れから地理空間情報社会が形成されつつあるわけですけれども、一番重要なのは、幼少期

からそういうものになれ親しんでいくということだと思うんです。ですから、それをぜひ

進めていただきたい。 

 そして、スマホでやっているんですけれども、子供たちが地理院地図に自然に入ってい

けるような、少し面白みもつけたような、そういうアプリも開発していただいたら、子供

って、今、勝手にダウンロードして使えますから、そこに防災教育的な視点も入れていく。

そうすると、身の回りのちょっと難しい活断層とかハザードマップなんかも読めると思う

んです。ですから、できるだけ高校地理の必修化を契機にもう少し下げていただいて、子
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供達から地理院地図を見る環境を作っていただけると、その子達が上がってきますと、ぱ

っと地理院地図を見て自然と何でもやるとなると思うんです。ぜひそれをお願いしたいな

と思います。 

 それからもう１つは、地理院地図で地名検索をかけますと、詳しい地名を入れれば入れ

るほどヒットしないわけです。これはジオコーディングデータが日本で整備されていない

からなんです。なぜGoogleのほうへいくかというと、ゼンリンの住宅地図は番地レベルま

でジオコーディングがあるわけでゼンリンが持っているわけです。ですから、このジオコ

ーディングデータの整備を国として、これは民間と連携してもいいと思うんですが、きっ

ちり整備しないと多分みんなイライラするわけです。検索かけても、その地図のところへ

行かないわけですよね。ですから、ここのところを抜本的に改良していただくのは地理院

地図だけじゃなくて、日本の地理空間情報行政の大きな問題だと思いますが、ここをもう

少し民間の力も入れていいと思います。そこのところを重視していただいたら、地理院地

図、もっと使えるようになるんじゃないかなと思います。主に２つです。 

 それと、あとは教員の研修ですが、今回、地理院全体がそちらのほうをやっていただけ

るということで非常に重要だと思います。というのは、地理空間情報社会の根底のところ

を担っているのは地理院なんです。それの一番重要なところはやっぱり教育です。ですか

ら、教育のところでじっと入れていくと、地方公共団体とか、国の行政官になられる方も

地理空間情報のこと、ＧＩＳのことが全部頭に入っているという国民が形成されてくると、

自治体ＧＩＳの課題が全部解決されてくるんじゃないかなと思うんです。ぜひ子供レベル

からやっていただけたらなと思います。よろしくお願いします。 

○委員長 地理院側からのコメントは最後に、もしあればということで、委員の皆様から

御意見を頂戴したいと思います。 

○委員 まず今後の課題として、４の評価とフォローアップというのが出ているんですけ

れども、例えばどれがどれだけダウンロードされたかだとか、そういうのはすぐにわかる

と思います。教育支援って、私も教育コンテンツの開発に携わったことがあるんですけれ

ども、結構切りがないところがあって、幾らでも苦労しようと思えば苦労できちゃうし、

お金もかけられるんですけれども、やっぱりある程度有効なものを揃えて、そうでないも

のはなるべく省力化するということも必要だと思いますので、ぜひそういったことも早目

にしていただくといいかなと思いました。 

 同時にニーズの調査というのも少しやっていったほうがいいと思いまして、例えば今、
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○○先生からもありましたけれども、現場の方が使えない高度なものを揃えても、高度な

ことをやっておられる学校はいいんでしょうけれども、そうじゃないところはなかなか難

しいというのがあると思います。それから、意外に、実は歴史的なもの、歴史施設という

んですか、そういったものとのかみ合わせで自分たちの町を知ろうだとか、そういうこと

をやっている学校もあるようでして、今の空間情報ではなくて、昔のも含めてうまく出し

ていただけるといいのかなと思いました。 

○委員 それに関連して、私は特に文学系の人間ですが、例えばヨーロッパの例を挙げる

と、『ニルスのふしぎな旅』という児童文学作品は北欧［スウェーデン］が地理の教育のた

めに、作家に依頼して書いてもらった読本なのです。こんな地理読本がもし日本語でもあ

れば、多分、小学校の先生たちは楽だと思いますし、小学生ではちょっと難しいかもしれ

ませんが、中学校以上なら、例えば土砂災害と予防を扱った幸田文のエッセイ『崩れ』な

ど、探せばいろいろな文学作品があるはずです。要は地理が教えられないとおっしゃって

いる先生は、何となく私の立場に近いと思うのですが、取っ掛かりがつかめないのではな

いかという印象です。歴史や文学は地理教育と結構近いところにあるので、そちらから攻

めていくと、実は本当は地図が好きだったり、「これって地理だったんだ！」とわかったり

することもあると思います。 

 例えば最近の英語の教材には、ハリソンのクロノグラフの話なども出てきます。できる

だけ自然な形で、地理という教科を厳めしいものにせず、例えばコンテンツに、文学作品

だったら「こういうものを読むとカルデラ地形がわかります」とか、少し入れていただけ

ないでしょうか。例えば宮沢賢治の火山の話などは子供でも読めるでしょうから、その辺

を取っ掛かりにしたらどうでしょう？というような文学コンテンツも、充実できないでし

ょうか。大学生、特に人文系の学生は、映画の『劒岳・点の記』を授業で見せたりすると、

ちょっとびっくりしてから、「わあ、すごい！」と食いついてくることもあります。ぜひ人

文系の人たちにもなじみやすい、広い入口を作っていただけると嬉しいです。 

○委員長 ありがとうございます。あと１点、２点、簡単なものがあればお受けしたいと

思います。コメントだけいただければ結構ですが、よろしいですか。 

 進行に協力をいただけたと思います。ありがとうございます。 

 では、続いて次の部会ですが、地図の利用手続のあり方検討部会についての御報告です。

これは地理空間情報部長からお願いします。 

○地理空間情報部長 地図の利用手続のあり方検討部会について、フォローアップという



- 20 - 

ことで報告させていただきます。 

 資料２－２をご覧ください。そこにまず概要が書いてございますけれども、近年、デジ

タルデータが普及し、オープンデータ化が推進されている状況を考慮しまして、地図の利

用手続のあり方について再点検し、地理空間情報の活用をさらに強力に進めていくための

施策を提言するため、平成29年３月に測量行政懇談会に地図の利用手続のあり方検討部会

が設置されました。今日御欠席の○○先生が部会長をしていただいており、２年ぐらい御

検討をしていただきました。部会では、国土地理院の地図の利用手続、特に測量成果の複

製承認及び使用承認のあり方を中心に御検討いただき、ちょうど１年前、測量行政懇談会

から国土地理院長に報告書、提言をいただいたということです。その後の取組について御

報告をさせていただきたいと思います。 

 その下、まず１番ですけれども、提言を受けての対応でこの間の取組ということで、点

線の四角で囲ってありますけれども、１枚おめくりいただいて別紙１をご覧ください。「『地

図の利用手続のあり方検討部会』報告書概要」として１枚紙にまとめてございます。１、

２、３、４、５、６と項目立てさせていただいております。この場で報告されております

ので、簡単におさらいということで説明させていただきます。 

 まず、測量法の承認手続きの意義ということで、複製、使用の承認についておさらいし

たということ。 

 次に考慮すべき背景ということで、先ほどもお話ししましたけれども、基本測量成果の

利用は、10年前は紙地図が中心だったんですけれども、現在はＤＶＤデータ、ウェブ地図

データが中心ということで、右のポンチ絵も同時にごらんいただければと思うんですけれ

ども、また、官民データ活用推進基本法に鑑みて、地図データの基本である測量成果をで

きる限り使いやすい環境とすることが求められているということです。 

 次に承認手続きの主な課題として、デジタルデータ、ＩｏＴの時代にふさわしい運用と

することが必要ということと、これは利用者の声からもあるんですけれども、承認手続の

簡素化、迅速化が必要だということです。 

 ４番が中心になるわけですけれども、課題等への提言ということで、(1)から(4)まで４

つ提言をいただいております。 

 まず１番目として、デジタルデータ・ＩｏＴの時代にふさわしい運用ということで、こ

れまでもＴシャツなど地図として利用しない場合、承認を不要とすべきということだった

んですけれども、承認を要する対象の条件として、紙地図、デジタルデータを問わず、測
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量成果の位置座標を持つかどうか等で判断することが妥当という提言をいただいておりま

す。また、地理院タイル、これは基本測量成果ですけれども、そのままの複製を承認可と

すべき、こういう提言をいただいています。 

 次に、承認手続の簡素化・迅速化ということですけれども、申請が不要なもの、複製承

認と使用承認の違い等について、よく分からないということがないように事例を多く挙げ

るとか、Ｑ＆Ａを分かりやすく示すことが必要だということを提言いただいております。 

 そのほか、承認を受けた旨を明示する文を簡潔にすべき、そういった提言もいただいて

おります。 

 次に(3)ですけれども、その他の関連する取組の拡充ということで、承認したリストをウ

ェブで公開して、どういうものが承認が必要なのか。あるいは、どういった使い方がされ

ているのか。そういったものを示すべきだという提言もいただいております。 

 また、公共測量成果も基本測量成果と同様の適用がされるように、測量計画機関に技術

的助言をすべきという提言をいただいております。また、公共測量成果の一層の流通の促

進のため、Ｇ空間情報センター等と連携した取組を強化すべきというお話もいただいてお

ります。 

 その下、４番ですけれども、中長期的な課題として、複製承認制度は引き続き継続、使

用承認制度はより制限的でない方向に緩和すること適当だという提言をいただいていま

す。 

 ５番目として、運用の改善による主な効果ですけれども、申請者の手間の軽減と、ウェ

ブ上でデータの所在の分散化が図れる。例えば地理院タイルがそのままの複製を承認可と

すれば、そういった分散化が図れるということで、利用者側も快適なアクセスを維持でき

ることがあるという効果です。 

 ６番目として、国土地理院が上記提言を実施に移すに当たっての主な留意事項というこ

とで、承認の運用の変更について一定の周知期間を設け、適切な広報を実施することとい

うことで、いろいろやってございます。 

 １ページに戻っていただいて丸の２番目ですけれども、まず、先ほど取組のメインとお

話ししましたけれども、最終報告を踏まえて新たな運用へ移行するために、規程の改正案

の検討を１月から始めました。この規程というのは、基本測量の測量成果の複製の承認に

関する基準及びその取扱を定めた測量法第29条の規定に基づく承認取扱要領ですが、この

改正案を検討してございます。また、同時並行として、地域における普及啓発を実施とい
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うことで、産学官の説明会等で報告書の概要を紹介してございます。 

 ７月、８月ですけれども、先ほど申しました測量法29条の規定に基づく承認取扱要領の

一部改正に関する意見募集ということで、パブリックコメントを実施してございます。11

月７日にそのパブリックコメントの結果を公表してございます。 

 また、１枚めくっていただきまして、別紙２のほうに、このように「地図の利用手続を

緩和します」ということで11月７日に報道発表しております。これはご覧になった方も多

いかと思いますけれども、右側、別紙２の資料ということで、こういった説明資料もつけ

てございます。 

 また、国土地理院ウェブサイトでの広報、申請者への広報ということで、右側の資料の

ような、そういったチラシも配ってございます。 

 同時に地方公共団体への技術的助言の通知ということで、都道府県から市町村にそうい

った技術的助言を通知しております。また、そのほか、地方整備局等の国の機関とか関連

業界団体にも適宜連絡をしてございます。 

 つい最近、１週間ぐらい前ですけれども、12月10日に新運用を施行したということにな

ってございます。 

 次に２番目ですけれども、地図の利用手続の改正ということで、主な改正点については、

最後のページですけれども、別紙３に書いてございます。簡単に御説明いたしますけれど

も、まず１番、２番と分けていますけれども、申請不要となる範囲の拡大、２番として承

認基準の見直しです。 

 まず、１番の申請不要となる範囲の拡大ということで、「下記の場合は、申請不要となり

ます」ということで、書籍、パンフレットへの地図の挿入（地図帳、折り込み地図を除く）

ということで、従来は刊行物等に少量の地図を挿入して利用する場合、掲載する地図の大

きさや分量によって申請が必要な場合がありました。今後は掲載する地図の大きさや分量

によらず、地図を挿入する場合は申請不要となりますということですが、ここにも書いて

ありますけれども、地図帳とか折り込み地図は除きます。 

 また、デジタルデータ自体に対する対応の１つとして、ここにある書籍、パンフレット

だけではなくて、ウェブサイトへの地図を挿入する場合においても同様に申請不要として

おります。これも同様なんですけれども、折り込み地図のような単体の地図が表示される

ようなサイト、書籍で言う地図帳のように、地図コンテンツを主とするサイトは申請必要

としております。 
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 また、その下ですけれども、緯度経度等の位置座標のない成果品の作成（管内図、ハザ

ードマップ等の国土の管理に関わる地図情報を作成する場合など一部の場合は除く）とな

っていますけれども、緯度経度の位置座標のない成果品の作成については申請不要となっ

ております。 

 従来は位置座標の有無を問わず、要件に該当する場合は承認が必要でしたけれども、今

後は位置座標を有しない成果物の作成に利用する場合は一部の場合を除いて申請不要とな

りますということです。 

 次に承認基準の見直しということで、従来、基本測量成果（基盤地図情報を除く）を何

ら手を加えずにそのまま複製する、これをデッドコピーと呼びますけれども、承認不可と

していましたけれども、基盤地図情報のみならず、国土地理院のウェブサイトで提供して

いる基本測量成果を複製する場合には、デッドコピーであっても承認可能としてございま

す。 

 大体、以上で提言いただいたことについて、こういうふうに徐々に対応してございます。 

 ２ページ目に戻ってください。３番で改正の公表後の反応ですけれども、11月７日に報

道発表したということを先ほど申し上げましたけれども、報道発表以降、多数のツイート

があります。40件以上、リツイートを含めて1000件以上ございましたけれども、利用手続

の緩和について好意的に受けとめられてございます。 

 今後の予定ですけれども、国土地理院の本院、地測によって、全国的な国、地方公共団

体への広報活動を積極的に展開していきたいと思います。また、業界団体や一般利用者等

への広報も積極的に進め、速やかな新運用の定着を図りたいと思います。引き続き提言に

記載されている事項の実現に向けて取組を進めてまいりたいと思います。ありがとうござ

います。 

○委員長 ありがとうございました。 

 では、皆様から御意見を頂戴したいと思います。 

○委員 御説明ありがとうございます。滑り出しという点では、今の御報告を伺っている

と非常にすばらしい成果が出ていると思いますけれども、やはりサービスを継続していく

ということが重要かと思います。ウェブの場合であればアクセス数とか、それから、定期

的に利用者へのアンケートをとるなど、結構手間がかかると思いますので大変かとは思い

ますけれども、利用者の反応といったものを継続的にモニタリングしていく必要があるの

ではないかと思いました。 
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○地理空間情報部長 ありがとうございます。引き続きやっていきたいと思います。 

○委員長 好意的なツイートというのは、例えばどういうふうに好意的な……。こういう

ツイートはしにくいと思うんだけれども。 

○地理空間情報部長 わかりやすく使いやすくなったという感じで。 

○委員長 書いてくださっているわけですか。 

○地理空間情報部長 はい。 

○委員長 どうもありがとうございます。 

 よろしいですか。これについては順調に進んでいるということですので、ぜひ継続的に

よろしくお願いいたします。 

 では、３番目の部会のお話に入りたいと思います。測位基盤検討部会についての御報告

を、これは測地観測センター長からよろしくお願いします。 

○測地観測センター長 資料については２－３を御参照いただければと思います。 

 一昨年度、平成29年度の末に○○先生を部会長とします測地基盤検討部会の御提言をい

ただいております。そこの提言の中で、「今後に向けて」という章で民間等の観測点の活用

の検討、それから航空重力測定の実現に向けての２つについて、「今後に向けて」と題して

いろいろ言及していただいております。航空重力の測定のほうでは、後ほど国土地理院の

最近の取組ということで御紹介をさせていただきます。 

 私のほうからは、もう１つのほう、民間等のGNSS連続観測局の活用について、どういう

取組をしているかを御説明させていただきます。 

 まず提言を受けて、年度明けて平成30年度からこういったデータを取り込む仕組みの構

築に取り組んでまいりましたけれども、特にスマート農業を焦点にして、関係機関へ国土

地理院がどういうことを考えているかという説明をさせていただくとともに情報収集をさ

せていただきました。特にこのスマート農業に先進的に取り組んでおられる岩見沢市を訪

問して、実際の観測点の運用状況を確認するとともに、資料１ページの右半分のところで

すけれども、大学ですとか、あるいは農機具メーカー、そしてスマート農業全体を行政的

に担っている農林水産省のほうにも伺って、いろいろヒアリングをさせていただきました。

高精度の地図ですとか、あるいはスマート農業には３cmぐらいの測位精度が必要であると

か、どのぐらいの精度、性能が必要なのかについてお話を伺ってきたところでございます。

また、北海道において、いろいろな協議会が立ち上がっておりまして、当院としても、北

海道地方測量部と連携して、その議論にいろいろ参画をさせていただいたところでござい
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ます。 

 次の２ページ目でございますけれども、一方、当院のほうでも、実際に民間等の連続観

測局というのが電子基準点網に加わったときに、どういう通信状況ですとか、どういう問

題があるかというところについて試験的にいろいろ実験を行ってまいりました。左半分は

日本測量協会さんのほうにも御協力をいただきながら、国土地理院で独自に加わった点で

あると見立てたものと、あと、日本測量協会さんのほうで設置いただいた民間観測局に見

立てた、こういった局について、そのデータというのが今までの電子基準点網のデータの

流通と齟齬なく、あるいは遅延なく共有できるかどうかというところについての技術的な

確認をさせていただいております。 

 そして右半分ですけれども、これも同じく日本測量協会さんが設置をいただいた観測局、

これが仮想的に１点加わったら、加わってない状況と測量精度についてどれぐらいの差が

あるのだろうかというところについて実証的に試験を行っております。基本的には精度が

向上する方向になったんですけれども、ちょっと観測の条件が良過ぎたためか、余り画期

的に良くなったという結果にはなりませんでしたけれども、いずれにしても、こういう点

が１つ入ることによって精度が向上することは確認ができたところでございます。 

 続いて３ページ目ですけれども、年度が明けて今年度になるんですけれども、昨年度の

取組とは別の動きで、携帯キャリアの各社が位置情報サービスに興味、関心を示していた

だいているようでありまして、独自の連続観測局を設置するという動きが出てまいりまし

た。具体的には、３ページ目の下にありますＮＴＴドコモさんの報道発表、あるいはソフ

トバンクさんの報道発表が今年度に入って出てきたというところでございます。 

 当院としましては、昨年度、平成30年度にいろいろ蓄積させていただいた知見を踏まえ

て民間等の観測局について、どういう規格があればいいのか、準拠すべき座標はどういう

ものであればいいのか等々の観測局が備えるべき性能基準案というのを策定いたしまし

た。そして、５月の末から７月の初めにかけて、策定した性能基準案をパブリックコメン

トということで広く御意見をいただくようにいたしまして、結果、74件の意見をいただい

たところでございます。 

 下に主な意見を御紹介しておりますけれども、まずは、一応、Ａ級、Ｂ級と設定をした

んですけれども、このＡ級、Ｂ級ではハードルがちょっと高くて、もっと緩和したＣ級以

下の基準も加えるべきじゃないかというような御意見がありましたけれども、とりあえず

は、このＡ級、Ｂ級とわかりやすいように２つの級分けにして、多少Ｂ級が備えるべき要



- 26 - 

件を緩和させていただいて、落ちこぼれの点というのができるだけないようにさせていた

だいたところでございます。 

 そして２つ目ですけれども、これが一番大きな御意見でありました。民間等が設置する

ということで、何か企業目的で行われるということですので、国土地理院にデータの確認

のためにデータを提出していただくんですけれども、これは他社に提供するようなことは

止めていただきたいというような、これが一番強い意見でございました。こちらについて

は、性能基準登録要領の中で、あくまでも性能評価のために使うものであって、承諾を得

ないで第三者に提供することはしませんと明記させていただいております。 

 そして３つ目ですけれども、いろいろ満たすべき条件について、材質、構造ですとか、

電源、通信の停止があってはならないですとか、いろいろな義務づけをしておりましたけ

れども、点を設置するに当たって、コスト的に見合わないでハードルが高いですねという

御意見がありましたけれども、こちらについては、当院でできるだけ緩和できるようなと

ころについては緩和させていただいているところでございます。 

 最後ですけれども、これは設置する局について、ここですよというふうに登録するとき

は公表するということにしていたんですけれども、詳細に所在地がわかるような形で公表

することは止めてもらいたいと。 

 これはどういうことかというと、よく設置のターゲットになるのが、携帯電話の基地局

の近くに置くということが想定されまして、携帯キャリアのほうでは、基地局の位置がき

っちりわかるようなところについては余りよろしくないとお考えになっているということ

で、こちらについては、きっちり位置が特定できる形で公表することはできないように、

選択できるようにさせていただいたところでございます。 

 次のページですけれども、こうしたいろいろな御意見を踏まえて性能基準と登録要領と

いうのを、今年の10月４日に制定させていただいたところでございます。左半分にそれの

概要を示しておりますけれども、土木及び建築工事に活用可能な信頼性が確保されている

もの、それで地殻変動監視にも活用可能なＡ級というもの、それから、一般的な位置情報

サービスに活用できるＢ級というものに大きくカテゴライズさせていただきました。 

 それで満たすべき要件についてですけれども、下の表の左のところにあります設置環境

ですとか、使うアンテナ及び受信機、それから観測したデータの品質、その取扱いについ

て、右の欄に掲げてあります項目について審査をさせていただくというような建て付けに

なっております。 
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 ここの特にデータの品質のところですけれども、技術的に非常に細かいところがありま

して、また、ここの技術についても日進月歩のところがございますので、具体的なところ

は、測地観測センター長が定める基準として運用基準というのを別途設けまして、策定し

た登録要領、それから運用基準については、掲げてありますＵＲＬに示しております国土

地理院のホームページでどなたでもご覧いただけるような形に措置させていただいており

ます。 

 次のページですけれども、登録要領の流れについて模式的に示したものでございます。

左上のところで、申請者の方が設置・観測したGNSS連続観測局のデータを右にあります国

土地理院に提出していただいて、国土地理院のほうで解析して国家座標を算出するという

ことをさせていただきます。そして評価結果を申請者の方に返して、必要な書類をまとめ

て、真ん中にあります検定機関というのを設けて、ここで検定を行います。その検定結果

を踏まえて、実際、国土地理院のほうに、それぞれの連続観測局について登録をしていた

だくというような格好にしております。ここで当院が持っております電子基準点をもとに

申請をいただいた観測局の位置を国家座標に基づいて算出するということで位置情報の信

頼性が保持されると考えております。 

 最後のページがまとめとなりますけれども、測位基盤検討部会で提言いただいたものを

踏まえて、昨年度から関係機関への情報収集をさせていただくとともに、実際、民間の観

測局が加わったときに、技術的に大丈夫かどうかについて試験観測を実施させていただい

たというところでございます。 

 そして、今年度初頭から携帯キャリアが、位置情報サービスの展開を模索したというこ

とを受けて性能基準と登録要領を策定してパブコメを実施させていただきました。パブコ

メを踏まえて、実際、この基準と登録要領については一般に公表させていただいておりま

す。 

 今後ですけれども、前ページ真ん中にありました検定機関、これは第三者的に行ってい

ただく機関ですけれども、登録を進めまして、院内では提出していただいたデータの解析

のための体制整備を行って、第４四半期、年明けから実際の登録申請の受け付けを開始す

るという運びにさせていただこうと考えております。 

 当方からは以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。 

 では、コメントいただきたいんですが、その前に、私がちょっと忘れていたんですが、
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先ほどの地図の利用手続のあり方検討部会ですが、○○先生はきょう御欠席ですので、事

前説明の過程で何かコメントとかいただいていますか。特にないですか。 

○電子国土調整官 後ろから失礼します。事前に○○先生に今回の資料をメールで送りま

した際に、世の中の反応がよいことについて喜んでいますというようなコメントを、先生

からいただいております。 

○委員長 では、測位基盤検討部会についてコメントいただきたいですが、まず、検討部

会長であった○○先生、何かコメントございますでしょうか。 

○委員 測位基盤検討部会は、報告書としては「位置の基準のあり方について」という報

告をさせていただきまして、その中でいわゆる今期座標ではなくて元期座標で統一して使

いましょうと報告させていただいています。 

 その内容は、国家座標を皆さんで使っていこうということす。今、いろんなフェーズで

啓蒙活動といいますか、宣伝活動もしていただいていて、月刊「測量」とかでも紹介して

いただいているという状況でございます。その中で将来の課題として、民間のGNSS基準点

を活用しようと提言させていただきましたが、ここに来て非常に大きな展開があったとい

うことでございます。先ほど院長がおっしゃったようにウィンウィンの関係になるように、

ぜひうまくまとめていただければと期待しております。 

○委員長 ありがとうございます。 

 では、委員の皆様から御意見ございましたらお願いします。 

○委員 民間の基準点をキャリアが採用していくという方向は非常にいいんですけれど

も、恐らくキャリアが作る民間の基準点というのは人口密集地であるところが中心で、山

岳地帯だとか、あまり人がいないようなところというのは意図的に作る数も少ないでしょ

うし、投資する額も少ないと、いわゆる民間基準点を使った補完の程度が国の全体の場所

によって濃淡ができてしまうという心配がないのか。都心域はすごく充実するんだけれど

も、あまり人のいないようなところはどうなのか、ただ、これは恐らく地殻変動とか、ほ

かの課題についても民間のキャリアのデータを使おうということだと思いますので、それ

で作ってもらったのは農業の問題というだけではなくて、もちろん、もともと電子基準点

を利用した地殻変動とか、そういうようなものも精度を上げていきましょうということだ

とすると、これはどの程度の密度で民間のものができてくるかというのはちょっとわから

ないので何とも言えないんですが、民間が整備する地域と全く整備されないような地域が

差別化されてしまうような心配はないのかなというのが気になったところです。 
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○委員長 これは地理院からお答えいただいたほうがいいかもしれません。 

○企画部長 御指摘ありがとうございます。 

 まず、こういった電子基準点の使われる用途というのは３つございまして、測量の基準、

地殻変動、３つ目は携帯キャリアが目指している位置情報サービス。前２者については、

ほぼ十分な密度があると考えております。 

 位置情報サービスのところで多分濃淡はできてくると思います。ただ、ソフトバンクの

場合ですと、既に数字も公表されておりますけれども、3000点を超えるような基準点とい

うことで、日本全国にかなり密にできてくるということですので、数的にはまず十分と。

それから、密度的には、彼らの株主に説明する責任からして経済性を優先されるというこ

とで、濃淡は当然できてくるとは思いますけれども、私たちが考えているところから、3000

点ということからすると、十分な密度で不満が出るということは当面はないのではないだ

ろうかと考えております。 

○委員 ありがとうございます。 

○委員長 この取組をいろんなところで広報するときに、電子基準点って何のためにある

のかという、先ほど企画部長が言われたことって、すごく重要だと思うんですよね。この

取組は何のためにやっているんだということを言わないと、民間のを使って本当に精度は

向上するのかという話にすぐなっちゃって、混乱を与えるかなと私もちょっと印象を持ち

まして、だから、先ほど言われたことはすごく重要なので、こういう広報するときには強

調されたほうがいいんじゃないですか。 

○企画部長 よく分かりました。今後、そういったところを十分考慮しながら目的を広報

していきたいと思います。どうもありがとうございます。 

○委員長 どうもありがとうございました。そのほか、いかがでしょう。よろしいですか。

３つの取組について委員の皆様からいただいたコメントで、院長、参事官から申し上げる

ことは特にございませんか。 

 では、最後の議題です。国土地理院の最近の取組に入りたいと思います。防災軽減です

とか生産性向上への貢献というところを院長は強調されていましたので、そういうところ

を中心に説明をお願いしたいと思います。 

○事務局 それでは、事務局から説明させていただきます。 

 資料３でございます。１枚おめくりいただきまして、２ページに目次という形で入れさ

せていただいております。前回の懇談会からこれまでということで、主な取組として12の
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報告を手短に簡単にさせていただきます。 

 ３ページですけれども、前回も少し話がありました近代測量150年の取組です。先ほど地

理教育支援検討部会のところでも少し話がございましたけれども、国土地理院では近代測

量の発展、役割を伝えるためのパネル展を全国164カ所の道の駅で実施いたしました。12

月８日に終了しております。 

 また、関係７団体と連携しまして、近代測量150年記念事業推進会議を立ち上げました。

そこで記念事業といたしまして、下の枠に囲ってございます７つの施策を進めております。

博物館での展示ですとか測量スポットを訪問するウォーキングツアー、小中学生向けの教

材の作成等々、あと記念切手の発行ですね。そういったところを含めて行ったところでご

ざいます。 

 次の４ページをご覧ください。４ページ、５ページは地震発生時の話でございます。地

震発生時に地盤災害、斜面崩壊ですとか液状化等の発生地域と規模を発生後15分程度で推

計して地図情報として提供するシステム、名前をスグダスと呼んでございます。スグダス

の略称は、ここの下に書いてございます。令和元年６月から開始いたしました。 

 その下に概要がございますけれども、地震が発生すると、気象庁さんから配信される推

計震度分布等を使いまして、それに国土地理院で持っているさまざまな地形データと組み

合わせまして、どういったところに斜面崩壊が発生していそうかといったようなことを、

こういった地図の形で配信関係者等に提供するというサービスでございます。 

 ５ページにありますのが、試験運用の中で実際にあった幾つかの地震に関しても、こう

いったような形で配信されるといったことを載せているところでございます。 

 ６ページをご覧ください。先ほど測位基盤検討部会の報告がございました。民間電子基

準点に関しましては、先ほど院長が申し上げた生産性向上の１つの取組として、先ほど測

地観測センター長から御報告いただいたところでございますけれども、もう１つの取組で

ございます航空機による重力の測定につきまして、７月から開始してございます。この右

下に航空重力計の写真がございましたけれども、こういった機械をセスナ機に乗せまして、

標高の基準となるジオイドを構築するために重力値の測定を航空機で行うということを始

めました。 

 下のほうに飛行計画というのがございますけれども、概ね４年程度の計画で観測をして、

その後、基準を構築するというところで高精度測位に寄与していきたいと考えております。 

 続きまして、７ページをご覧ください。第29回国際地図学会議（ＩＣＣ2019）ですけれ
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ども、国際地図学協会が２年に一度開催する会議を、今年39年ぶりに日本で開催いたしま

した。国土地理院からも院長の祝辞ですとか職員の研究発表等をしているところでござい

ます。この地図学会議には秋篠宮皇嗣同妃両殿下も御臨席いただきまして、お言葉をいた

だきました。そういったことですとか、世界から634件の発表ですとか、30カ国からのポス

ター発表等があったということでございます。 

 ８ページをご覧ください。長崎トンネル・地下構造物への対応ということでして、今年

の７月に鉄道建設・運輸施設整備支援機構さんが発注しましたボーリング工事におきまし

て、機材がトンネルを突き抜けて、ＪＲ九州長崎線の列車と接触するという事故が起きま

した。同機構によりますと、発注に用いた国土地理院の地図のトンネルの位置が実際の位

置と異なっていたということが原因の１つとされました。本件を受けまして、国土地理院

では地図の利用上の注意としまして、地下構造物というのは当然ですが、航空写真に写り

ませんので、容易に確認作業ができないということで、地上よりも位置精度が低下してい

た可能性がありますということをホームページで掲載するとともに、関係団体等関係部局

に注意喚起を行ったところでございます。また、全国の鉄道軌道事業者に協力を呼びかけ

まして、最新のトンネルの図面を提供いただくという協力をお願いしまして、提供いただ

いたものから順次地図の点検、必要に応じた修正等をしてございます。 

 長崎トンネルを含みますＪＲ九州の在来線につきましては、９月末までに修正を終えて

おります。その他のＪＲ線につきましては、今年度内に完了する予定でおります。また、

私鉄各線につきましても、順次点検、修正を行っておるところでございます。 

 ９ページをご覧ください。地理院地図Vectorの取組でございます。先ほど来、話も出て

おりますが、地理院地図につきまして、自分で地図をデザインすることができる機能とし

て、ベクトル形式、ベクトル単位での提供ということで、地理院地図Vector（仮称）とい

う地図閲覧サイトを７月から試験公開してございます。学校の教育現場ですとか防災分野

で活用できるような地図を簡単に作るようにということで公開しております。現時点では

まだ関東周辺ということで試験公開してございますが、今年度内に全国の試験公開を行う

予定でおりまして、今後、利用者の声を踏まえて機能の改善等を図っていく予定でおりま

す。具体の機能につきましては、下に４つございますので、後ほどご覧いただければと思

います。 

 10ページをご覧ください。つくばの国土地理院本院にございます地図と測量の科学館に

つきまして、今年の８月にオープン以来、入館者100万人をついに達成しました。これまで
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国土地理院では、刊行する地図の縮尺の数字にちなみまして、例えば１万人とか、２万5000

人とか、そういった節目で入館者に賞状を贈ってまいりました。８月に100万分の１にちな

みまして、100万人を達成したということで表彰式を開催して、実際、100万人目の来館者

となったのは、つくば市にお住まいの小学校３年生の○○さんという方なんですが、賞状

と記念品を授与しているところでございます。 

 11ページをご覧ください。委員の皆様の机には同じものを１冊ずつお配りしております

が、天皇陛下の御即位を記念しまして１万分１地形図「東京中心部」、いわゆる御即位記念

地図を今年の10月に刊行いたしました。１部ずつお配りしておりますが、それはお持ち帰

りいただければと思います。２部目以降は申し訳ありませんが、各自で御購入をいただけ

ればありがたく思います。 

 この記念地図でございますが、日本語版、英語版と両方を刊行しております。これまで

御即位記念地図につきましては、大正、昭和、平成と３回刊行してございまして、今回が

４回目の刊行となります。中に折り図が入ってございますけれども、皇居正殿の屋根をか

たどったデザインですとか凹凸の刻印、あと御即位された時点の東京の姿を地図にすると

いうことで、都市の概観というのを、建物を階調、影を用いて立体的に表現するという形

の地図を作成してございます。この御即位記念地図ですが、即位礼正殿の儀に参列された

御来賓の方々へ記念品として配付されているものでございます。 

 これまでの大正、昭和、平成の地図の概要につきましては、12ページ、13ページにイメ

ージがございます。平成版につきましては、ほぼ令和の地図と同じ範囲、大正、昭和につ

きましては、御即位の礼が開催されました京都御所の周辺という形で刊行しております。 

 14ページをご覧ください。国際貢献に関する取組についての報告です。国土地理院では、

1959年から毎年途上国からの研修員の受け入れですとか、地理院の職員を専門家として海

外に派遣するという取組を進めておりますが、それにつきまして、ＪＩＣＡ理事長表彰を

10月に受賞いたしました。下の写真にございますように、ＪＩＣＡの○○理事長から院長

にこういった表彰状を授与いただいております。こういった形で、国土地理院は国土開発

の基礎情報である地理空間情報につきまして、人材、組織強化等の貢献といったような形

でこれまでも取り組んでおりまして、今後も取り組んでいきたいと考えております。 

 15ページをご覧ください。ここから数枚は、今年の台風19号等への対応の報告でござい

ます。最初に院長からも報告がありました。そういった災害対応で、国土地理院でしかで

きない、技術、取組という形でしっかりと対応したところでございます。 
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 この15ページは全体の概要ですけれども、そういった地理空間情報の作成、提供等を行

ってございますし、そこの下にありますように、地方測量部からそういった自治体に実際

に赴きまして、こちらからの情報の提供、あるいは自治体からの要望を受けるといったよ

うな形で支援を行ってまいりました。 

 16ページはTEC-FORCEによる活動としまして、「くにかぜ」による写真の撮影ですとかＵ

ＡＶ、無人航空機を使った調査チームである国土地理院ランドバードを派遣したというよ

うな様子が紹介されております。 

 空中写真の撮影につきましては、17ページに概要の記載がございますけれども、被害状

況の全体を把握するために９地区を撮影しております。この撮影された写真につきまして

は、早急にデータを解析しまして、被災した自治体ですとか地方整備局等の関係機関、本

省も含めまして提供しておるところでございます。 

 18ページが被災状況、浸水の状況を把握するために作成しました浸水推定図でございま

す。発災当日のＳＮＳ等のインターネットの情報と国土地理院の空中写真ですとか、その

他、国土地理院が従来から整備している地理空間情報を使いまして、浸水した範囲を推定

しまして、さらに水深を算出。それを地図に表現するといったような形で浸水推定図を作

成し、提供いたしました。ここの下の図にありますような６地区で作成しております。 

 19ページですが、自治体さんからの要望ということで、宮城県の丸森町で土砂災害の把

握を行っております。ここの丸森町が、土砂災害がどうやら広範囲で発生しているという

情報があったんですが、道路が寸断されるなどの理由によりまして現地の確認ができなか

ったということで、空中写真を撮影しても、空中写真から今回の災害で生じたと考えられ

る斜面崩壊等でできた地形変化を判読しまして、斜面崩壊・堆積分布図を作成し、丸森町

ほか関係機関に提供したところでございます。 

 20ページですけれども、そういった作成した地理空間情報等を地方測量部から自治体さ

んに出向きまして、単純にお渡しをするだけではなく、国土地理院からそういった活用の

方法ですとか、簡易ＧＩＳソフトの紹介も含めまして、そういった活用いただくための支

援を行っております。特に空中写真につきましては、公共土木施設の災害査定の手続の効

率化にも用いることができるというようなルールが適用されましたので、そういったこと

も含めまして、国土地理院から技術的な情報提供を行ったところでございます。 

 21ページをご覧ください。話が変わりまして、日本水準原点の話です。日本水準原点が

歴史的な価値並びに建築学的な価値が認められまして、文化審議会から文部科学大臣への
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答申という形で、今年の10月に重要文化財に指定するような答申がされました。これによ

りまして、近々、国指定の重要文化財に指定される予定でございます。これによりまして、

測量分野の構造物としては初めてになりますが、国の指定重要文化財が指定できたという

ことになります。 

 最後、22ページでございます。こちらも国土地理院の国際貢献の１つの取組でございま

す。ＧＧＯＳ、全球統合測地観測システムがございまして、地球の形状、重力場、地球回

転の把握を目的として、さまざまな測地観測を地球規模で統合する国際的な連携の取組が

ございます。日本側の取組としまして、本日御欠席されておりますが、○○委員も関連す

る会議の議長をされておりますし、北大の○○先生も議長をされたものがございます。 

 こういったＧＧＯＳの取組を統括する議長に、この11月に地理地殻活動研究センターの

宇宙測地研究室長が就任いたしました。このようなさまざまな形で国土地理院も国際貢献

を行っているということで御報告をさせていただきます。 

 以上、12の取組につきまして、簡単ではございますが、御報告をさせていただきます。 

 こちらからは以上です。 

○委員長 どうもありがとうございました。 

 では、限られた時間ですが、５分から６分ぐらいとって、最近の地理院さんの取組につ

いて皆様からコメント等あればお受けしたいと思います。 

○委員 近代測量150年の取組についてお伺いしたいのですが、新宿歴史博物館で行われた

展示には私も伺いましたが、図録は出されなかったのですね。また『測量地図150年史』は、

非売品で出版されるのですか。 

 というのは、アップデートされた最新ウェブ情報が必要な方もいらっしゃると思います

が、歴史などの研究をしている者にとっては図録などの紙媒体も重要なのです。150周年史

など記念誌関係は、国立天文台などもそうですが、内輪の方にだけ配布することが多くて、

非売品で入手できないとか、歴史や文学関係で背景を調べたい時に国会図書館に行かなけ

ればならないとか、外部の人間は苦労が多いです。『150年史』も非売品ではないかと推測

しますが、どこかで図録をお作りになることを考えられたことはないんでしょうか。「地図

と測量の科学館」にも、図録はなかったような気がしますが。 

○総務部長 図録に関してでございますけれども、地図と測量の科学館ですとか、今回の

博物館の展示につきましては、図録は作成しておりません。 

○委員長 150年史については基本図情報部長からお願いします。 
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○基本図情報部長 実は私、150年史の国土地理院の中での委員を担当しております。この

150年史、一言で言うと、これは非売品ではなくて時期が来れば書店の店頭に並び、どなた

でもお買い求めになれるものとして刊行される予定です。これは国土地理院がというより

は、近代測量150年記念事業推進会議の下に置かれた編集委員会が作成するという形になっ

ているんです。ただ、その中でも国土地理院の部分はかなり多いかと思いますけれども、

それは現在、担当が決まって、それぞれ今執筆中のところで、当初の予定よりは少し遅れ

ぎみですけれども、いずれ刊行するということで進めていますので、もう少しお待ちいた

だければと。 

○委員 いつ頃、出版予定ですか。 

○基本図情報部長 150年の年を目指していたんですけれども、ちょっと今遅れていまし

て、来年になろうかと思います。 

○委員 図録については、例えば小中学校の先生方が見学・引率を考えられているときに、

予習に使えると思います。図録などの紙媒体は教育の場所でも重要だと思います。別に分

厚い専門的なものは要らないので、薄くても、そこに行ったら何が見られるとか、先生た

ちは予習しておかないといけませんから、例えば「地図と測量の科学館にはマルティン・

ベハイムの地球儀があります、これはこう背景・意味・価値があるものです」と簡単に説

明があるような図録があると大分違うと思うので御検討いただければと思います。 

○総務部長 そういった折りたたみの小さなパンフレットのようなものはございます。そ

のほかにホームページにも掲示しておりますので、御利用いただければと思います。 

○委員長 パンフレットはどうかわからないんですけれども、図録という形にすると国会

図書館にも入れてくれるので、すごい伝承効果、広報効果は大きいのかなという気がしま

す。 

○委員 ウェブやパンフレットでは不十分なので、ご検討よろしくお願いします。 

○委員長 150年史の執筆はほとんど地理院の方で、その地理院の方の執筆がかなり遅れて

いまして、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

 そのほか、いかがでしょう。 

○委員 令和元年台風第19号への対応の御説明、ありがとうございました。時々刻々とさ

まざまな貴重なデータが地理院のサイトにアップされて、私たちも非常に注目しながら、

そのデータを見させていただきながらいろいろ対応させていただいたということで非常に

感謝しております。 
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昨年、西日本豪雨のときに真備町で浸水推定図が出されて非常に話題になって、今年度

はさらにそれが広域的に迅速に同時に公表されて非常に貢献されたと思うんですけれど

も、そういう取組を踏まえてさらに要望ですが、地理院長から最初にお話ございましたよ

うに、広域で同時多発の水害だったということで、一級河川の主立ったところはこれで網

羅されているんですが、二級河川ですとか、別の場所でもかなり水害が発生していて、そ

ういうところで直後の空中写真ですとか、浸水マップは難しいかもしれないですけれども、

特に空中写真のほうですよね。これが撮られておりますと、後々ハザードマップを高度化

したり、備える場面、緊急対応以外の場面でも非常に重要なインフラといいますか、共有

財産になっていくと思いますので、できるだけ広域でこのような事業を今後発生する災害

時に進めていっていただきたいという要望がございます。 

 関連して、治水地形分類図が非常に広い範囲で出されているんですけれども、今回は治

水地形分類図が整備されていないところでも外水氾濫が結構起こっております。まだ評価

の段階でないとは思うんですけれども、そういうところは整備されていれば随分違ったこ

とになった可能性もあるのではないかとも感じておりまして、昨年から今年度への強力な

進歩をさらに一層進めていただいて、漏れがないというと不可能かもしれないんですけれ

ども、さまざまな場所で発災直後の写真の整備というのは進めていっていただきたいと強

く思っております。 

○国土地理院長 昨年の真備と今年と比べて一番の違いはスピードなんです。今年は10月

12日の土曜日に１日雨が降って、13日日曜日の未明にあちこちで破堤しています。今日の

資料、一番早いのは、千曲川なんかも13日の午後に作っているんです。同じものを作るに

しても、３日、４日かけて作ったら、結果としてこうだったんだなというのが分かるだけ

で記録としては残りますが、オペレーションに使えない。国土地理院はそれでいいのかも

しれないですけれども、社会として見たときに、いかに排水を早くするのか、孤立者の救

助を早くするのかに使ってほしいので、早くするということはこれから更に頑張ります。 

 先生が言われた空中写真は地理院の力だけでは限界があって、そこは協定を結んでいた

だいている業界の力も借りて、それぞれのところで飛行機を早い段階で飛ばします。ただ、

飛行機が飛ぼうとすると、今回もそうだったんですが、13日、その日は雲が低くて飛べな

いんです。段彩図、どうやって作ったか。浸水推定図を作ったのは、ＳＮＳとかの報道に

よってテレビで流れている浸水状況の映像から、どこまで水が来ているというのを職員が

１個１個確認していって、それを我々が持っている地理空間情報に紐付けて、水面は水平
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なので、そこで出していくような、とっても手のかかることをやっています。空中写真は、

ほかの人の力を借りればいいんですが、段彩図自体はこれぐらいが限界で、それをブレー

クスルーするために今年度補正予算で自動化するような予算要求をしています。 

 これからまた、次の国会で議論いただきますが、人間がやるところと機械に任すところ

とを分けて、同時多発で激甚のことがきっとまた、もっとひどい状況で起こるので、その

ときには今年並みの、あるいは、もっと早く、もっとひどい状況についてもさっと出せる

ようなことをしていきたいと思います。それを通じて地理院のプレゼンスを世の中にしっ

かり示して、世の中から活動を理解していただけるということは多分測量・地図界全体で

若い人が入ってくる、いろんな方に関心を持ってもらえるということにつながっていくと

思うので、そういう方向で頑張っていきたいと思います。 

○委員 ８ページの問題なんですけれども、長崎トンネルの地下構造物。これは、そこの

赤字でも書いていますが、地図の精度に関する利用上の注意をホームページに掲載する。

これは地図リテラシー教育なんです。電子地図というのは縮尺じゃなくて位置精度により

ますから、位置精度のいいものはいいんですけれども、２万5000レベルですと誤差がかな

りあります。知らないわけですよね。経緯度がぽんと出ちゃうので、それでやっちゃって

いる。これからの高校における電子地図リテラシー教育をやっぱりきちっとしなきゃいけ

ないので、国土地理院では地理院地図のところに、電子地図を使うときには、電子地図は

位置精度を持っていますと。その位置精度以上に拡大したり、あるいは位置精度に見合っ

た地物で利用してくださいと。地物と言うと、分かり難くなるかもしれません。トンネル

の位置をぴゅっとやったでしょう。Googleと一緒でね。これが今度、学校の地理総合で一

番やらなきゃいけない教育なんですよ。ですから、地理院地図のところにも地図リテラシ

ー教育として、紙地図は縮尺でしたけれども、ここでは作られた電子地図の位置精度によ

って判断してください。ですから、これはこれから地理院地図を使えば使うほど絶対起こ

ってきます。特に中山間部で。２万5000ですから。2500だと１ｍぐらいですから、まあま

あ許されるでしょうけれども、10ｍ近くあったら、それは起こりますよね。ですから、こ

の問題は非常に大事です。言っているように、農山村地域でも地理院地図が普及するため

には2500レベルでないと実用に使えないということになります。 

 もう１つ、９ページです。地理院地図のVector化。私はウェブＧＩＳで、学校で簡単な

ものはこれで学べると思うんですが、４月以降、このVector化というのは、このレベルで

全国公開になるんですか。どのぐらいまで４月から普通……。電子地図が変わりますよね。
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地理院地図はどの程度まで変わるんでしょうか。 

○参事官 いろいろ部署に関係しているので、私のほうから答えさせていただきます。 

 この件があってから、地理院地図のほうに精度情報をきちんと書かせていただいて、注

意喚起をしています。この件自体は紙の２万５千分１地形図を使われてということだった

ようで、電子地図を使ったというわけではないようでございます。 

 それから、地理院地図のVector化の話ですけれども、そちらは全国一気に公開する予定

にしてございます。 

○委員 地図リテラシー教育を地理院はもっと出してほしいんです。地図は位置精度が重

要ですよということ。縮尺じゃないです。拡大は縮尺自由ですからね。 

○委員長 去年のイージス・アショアの自衛隊の人が間違ったというのも、あれもある種

の同じような、常識がないという問題ですよね。 

○委員 でも、リテラシーですから。 

○委員長 リテラシーの問題ですね。 そのほか、いかがでしょうか。 

 では、そろそろ時間が参りましたので、このあたりで締めたいと思うんですが、今日の

冒頭に院長から防災・減災への対応と、あと生産性向上への対応、これは地理院、何をし

ているのか、何をするべきなのか。大変重要な視点かなと思いまして、今日の最後で言う

とジオイド・モデルの作成とか。そもそも地理院がされている地図や測量の仕事というの

も、国全体の生産性を向上させることにものすごく貢献しているんですけれども、その上

で今後何ができるのかというような大変重要な課題ですので、先ほどの民間の電子基準点

の有効活用とか、こういうのもそうだと思うし、そういう観点から考えてみると、地理院

の現在の仕事、どういうような形で国民の社会経済活動の生産性向上に貢献しているのか

で１回整理してみると分かりやすくなってくるかなという気がいたしました。減災・防災

への貢献というのは、これは国民の皆様に十分というか、かなり浸透してきているなとい

う気がするんですけれども、生産性向上、要は経済活動への貢献というのはどうなんだと

問われたときに言えるものを用意しておくというのは重要かなという気がいたします。よ

ろしくお願いいたします。 

 では、進行をお返ししたいと思います。 

○事務局 皆様、御議論いただきまして、ありがとうございました。先ほどの生産性向上

というところもしっかりと取り組んでまいりますし、次回に報告できるところは報告して

いくということかと思います。 
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 最後に、事務局から御連絡をさせていただきます。次回の測量行政懇談会の開催でござ

いますけれども、改めて事務局から日程調整等、御案内させていただければと考えており

ますので、その際には御協力をよろしくお願いいたします。本日の議事録につきましては、

後日、委員の皆様の御確認をいただきまして、その上で最初に申し上げました委員が特定

されない形で編集しまして、国土地理院のホームページで公開させていただく予定です。 

 本日お配りした資料につきましては、後日、事務局から郵送させていただきますので、

机の上に置いていただいても結構でございます。よろしくお願いします。 

 それでは、ちょっと時間を過ぎてしまいまして申し訳ありませんでした。これをもちま

して、第24回測量行政懇談会を終了させていただきます。熱心な御審議、御議論をいただ

きまして、どうもありがとうございました。 

―了― 


